
公益財団法人東京都農林水産振興財団   入札情報
【公表】

整理番号 34

契約番号 30農振財契第1150号

件名 平成31年度 立川庁舎構内清掃他業務委託

履行場所 公益財団法人東京都農林水産振興財団立川庁舎（東京都立川市富士見町3-8-1）

概要

立川庁舎構内清掃他
①　構内清掃（構内歩道及び構内隣接公道の側道清掃又は除草）
②　雨水枡清掃（グレーチング含む）
③　芝刈り作業
④　池の清掃
 ※　詳細は、別紙仕様書のとおり。

履行期間 平成31年4月1日から平成32年（2020年）3月31日まで

入札方式 希望制指名競争入札

希望申出要件 下記①及び②の要件を満たす者で、本件仕様に対応可能な者

①東京都における平成29・30年度建設工事等競争入札参加有資格者で、「営業種目2700：[造園」に登録し
ている者であること。

②下記日時に実施される現場説明会に参加可能な者であること。

格付 問わない

現場説明会 平成31年3月4日（月）　　（時間及び場所は指名の際に通知します。）

入札予定日時 平成31年3月13日（水）　午前10時30分

入札予定場所 公益財団法人東京都農林水産振興財団立川庁舎　講堂（東京都立川市富士見町3-8-1）

希望申出期間
平成31年2月18日（月）から同月22日（金）まで
午前10時から午後4時まで（正午から午後１時までは除く。）

希望申出場所
東京都立川市富士見町3－8－1
公益財団法人東京都農林水産振興財団　管理課

（1）　希望票　｛様式あり｝（必要事項を記入・押印）

（2）　会社概要・実績一覧表｛様式あり｝（必要事項を記入）

　　　※契約書（契約件名や金額がわかるもの）の写しを添付すること。

（3）　東京都の「平成29・30年度建設工事等競争入札参加資格審査受付票」の写し

（4）　東京都の「平成29・30年度競争入札参加資格審査結果通知書（工事等）」の写し

備考 (1)  指名停止等業者については、東京都に準じて取り扱うものとします。

(2)  指名業者の選定については、当財団入札参加業者選定基準によるものとします。

(3)  希望票の提出があっても、必ずしも指名されるとは限りません。

(4)  指名通知は、指名した方のみに対して入札予定日の5日前までに行う予定です。

(5)  申込書類に不備がある場合、失格になることがあります。

(6)  関係する会社に該当する場合（親会社と子会社の関係にある場合、親会社を同じくする子会社同士の
関係にある場合、役員の兼任等がある場合）には、同一入札に参加することができません。

(7)  入札に当たっては、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律 （昭和22年法律第54号）等に
抵触する行為を行わないこと。

(8)  入札結果（落札業者名、落札金額等）については後日公表します。予めご了承ください。

(9)  詳細な仕様書や図面については、指名業者に対して配布します。

公益財団法人東京都農林水産振興財団　管理課　　【担当】　河野　浩

住所　東京都立川市富士見町3-8-1

電話　　042-528-0505　　FAX　042-522-5397　　HPアドレス： http://www.tokyo-aff.or.jp/

公益財団法人東京都農林水産振興財団　管理課　　【担当】　山崎、大沼

住所　東京都立川市富士見町3-8-1

電話　　042-528-0505　　FAX　042-522-5397　　HPアドレス： http://www.tokyo-aff.or.jp/

入札に関する
問い合わせ先

仕様内容に関
する問い合わ
せ先

希望申出時の
提出書類
(1)から(4)まで
の全ての書類
を提出してくだ
さい。
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１ 総括仕様 

 

1.1 委託件名  平成 31年度 立川庁舎構内清掃他業務委託 

 

1.2 委託場所  公益財団法人東京都農林水産振興財団 立川庁舎 

        東京都立川市富士見町三丁目 8番 1号 

 

1.3 委託期間  平成 31年 4月 1日から平成 32年 3月 31日まで 

 

1.4 建物概要  （主要建物概要） 

① 本館                               5,482.41㎡ 

② 農場管理棟（別棟植木調査室 149.76㎡を含む）     909.76㎡ 

③ 基礎実験棟                           180.00㎡ 

④ 中央制御室                              48.30㎡ 

⑤ 倉庫棟                                  567.00㎡  

⑥ 作物調整棟                                 291.60㎡ 

⑦ 堆肥舎                              132.00㎡ 

⑧ 農耕車庫                             84.00㎡   

⑨ 車庫                                 66.0㎡  

 

1.5 委託概要 

（１）  受託者は、契約締結後直ちに、この委託に関する総合実施計画書及び業務別実施計 

画書を提出し財団の承認を受けること。また、計画を変更する場合は、変更実施計画を 

提出し承認を得ること。 なお、業務別仕様書に作業期日などを指定してある場合には、 

その期日を厳守すること。 

    総合実施計画書及び業務別実施計画書には、次の事項を記載する。 

① 業務管理体制 

② 実施工程計画 

③ 安全衛生管理計画 

④ 関係法令等による有資格者名簿等 

⑤ その他必要な事項 
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 （２）  受託者は、受託業務を円滑に実施するため、従業員のうちから全ての現場業務につ

いて、総括的な責任を有する「業務責任者」及び各業務別の実施責任者である「業務

主任」を定め、受託者に通知する。 

     また、変更になった場合においても同様とする。 

 （３）  受託者は、関係法令等により資格が定められている業務の場合は、当該有資格者が

業務を行うとともに、当該有資格者名簿等を提出する。 

     また、異動あるいは担当業務が変更になった場合においても同様とする。 

 （４）  各業務を行う者の安全衛生に関する管理については、受託者がその責任において

関係法令等に従って適切に行う。 

 （５）  業務責任者は、常に財団との連携を緊密にし、必要な連絡、報告を行うとともに各業

務主任及び各業務を行う作業者に対し、業務内容についての指示や安全対策等の指

揮監督を行う。また、常に従業員の勤務状況を把握し、服務規律の維持に努めなけれ

ばならない。 

 （６）  受託者は、従業員が受託業務に従事するのにふさわしい服装や保護具を定め財団

の承認を得ること。また、従業員には社名を表示させること。 

 （７）  契約図書及び業務関係図書の使用は、業務施工のためのみに限定する。 

  （８）  受託者は、受託設備の事故、故障などの発生や発生の恐れがある場合等の緊急連

絡を受けた場合は、適切な措置を講じて、事故、故障の発生又は拡大を防止すること。

また、災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先し、適切な措置を実施

するとともに財団に連絡する。さらに、二次災害の防止に努めると同時に、災害及び事

故についての一連の行動事象を記録し、速やかに財団に提出すること。 

     なお、緊急を要し、適切な措置を講じた場合、措置内容について報告すること。 

 （９）  受託者は、その業務執行にあたっては、財団に損害を与えぬよう十分な養生を行い、

万一、財団に損害を与えた場合には、賠償の責めを負う。 

 （10） 受託業務の履行上必要な光熱水費は財団が負担する。 

 （11） 受託業務を遂行する上で必要な材料、工具、計測機器、作業用機械器具等の資機

材は、受託者の負担とする。 

 

1.6 秘密の保持 

    受託者は、この契約の履行に関して知り得た秘密をもらしてはならない。また、 

契約の履行により知り得た内容を第三者に提供してはならない。 
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1.7 環境により良い自動車の使用について 

  本契約の履行にあたって自動車を利用し、又は利用させる場合は、都民の健康と

安全を確保する環境に関する条例（平成 12年東京都条例第 215 号）の規定に基づ

き、次の事項を遵守すること。 

 （１）ディーゼル車規制に適合する自動車であること。 

 （２）自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の自

動車であること。 

     なお、適合確認のために、当該自動車の自動車検査証（車検証）、粒子状物

質減少装置証明書等の提示又は写しの提出を求められた場合には、速やかに提

示又は提出すること。 

 

1.8  その他 

本仕様書の解釈について疑義が生じた場合は、財団と協議の上、決定するもの 

とする。 
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２ 構内清掃 （構内歩道及び構内隣接公道の側道清掃又は除草） 

（１） 実施月及び清掃回数は以下のとおりとし、実施日程等については、財団と事前に協

議すること。実施日程は天候を配慮し、清掃が効果的に行われるようにすること。  

① ４月 --------------------------- 週３回 

  ② ５月～６月 --------------------- 週１回 

  ③ ７月～９月 --------------------- 月２回 

  ④ １０月～１２月 ------------------- 週２回 

  ⑤ １月～２月 ---------------------- 月１回 

  ⑥ ３月第２週まで ------------------ 週１回 

  ⑦ ３月第３週から ------------------ 週３回  

      清掃実施曜日 ： 週１回 （水曜日又は木曜日）       

                  週２回 （火曜日・木曜日） 

                  週３回 （月曜日・水曜日・金曜日） 

                  月１回 （月中の第二週目を目途） 

（２） 清掃実施日の変更等 

   ① 清掃予定日が祝祭日にあたる場合は、実施日を変更する。変更後の実施日につい

て、前月に双方協議の上、清掃実施日を確定するものとする。 

② 清掃予定日に雨天又は降雪予報が発表されている場合は、実施日を変更する。 

変更後の実施日については、双方協議の上、清掃実施日を確定するものとする。 

   ③ その他、業務上の都合により清掃実施日の変更の場合も、上記①、②と同様に双

方の協議とする。 

（３） 清掃箇所 

       本館管理棟庁舎構内及び構内に隣接する公道片側歩道（一部両側）の清掃を行う

こと。 ただし、試験圃場内の清掃は除外する。詳細は「別紙１立川庁舎構内清掃及

び公道（側道）清掃又は草刈り範囲」を参照すること。 

（４） 清掃方法 

   ① 清掃箇所の落葉、花びら、枯枝、ゴミ等の収集及び除草を行う。また、雨等で舗装

路に流れ出している泥などについても、除去すること。 

   ② 正面玄関噴水周囲の植え込みについては、上記①同様、空き缶等のゴミ収集を行

なうと共に植え込み内の除草作業も行うこと。除草は雑草の繁茂状況も鑑みながら計

画的に行うこと。 

（５） 廃棄物の処理 

  ① 本業務で収集した落葉等廃棄物の処理については、財団の指示どおりに分別し、 

構内の指定場所に運搬すること。 

    落葉等の廃棄処分を受託者が行う方が作業効率から考えて適当である場合には、 
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パッカー車等で回収廃棄することも可とするが、処理方法については、財団とあらか

じめ協議の上、行うこと。 

なお、廃棄物を外部処理でかかる経費は受託者負担とする。 

 ② 廃棄物を外部処理した場合には、一般廃棄物受け入れ伝票の写しを提出すること。 

 

３ 雨水枡清掃 

（１） 作業内容 

雨水枡及びグレーチング内に入っている落葉キャッチャーを清掃すること。枡内に堆

積土がある場合には、かき出すこと。 

塵除格子及び塵除溝蓋（グレーチング等）の取扱は丁寧に行うこと。また、清掃後の枡

蓋等の据付については、枡内へ枡蓋等が落下しないようにすること。 

（２） 清掃場所 

    別紙２「立川庁舎構内雨水枡及びグレーチング配置」を参照のこと。 

（３） 作業日程 

   月１回行うものとし、構内清掃時に行うことも可とする。作業日程をあらかじめ、計画書

に盛り込み、作業実施後作業日を報告書に記載すること。 

（４） 発生土の処理 

     雨水枡清掃による発生土の処理は、指定する財団構内の場所とする。 

 （５） 写真撮影 

     作業開始前の状況、作業中の状況、作業後の状況を撮影し、完了届とともに作業の

工程写真を提出すること。 

 

  ４ 芝刈り範囲 

   （１） 作業内容 

     ① 多目的広場の芝を刈り、刈った芝は集めて財団指定場所に処分すること。 

     ② 木の周りなどは、芝刈り機などでは木の根等を傷つける可能性があるため、刈払

い機などを使用して作業を行うこと。 

     ③ 広場は一般開放エリアとなっているため、作業箇所付近は一般の人が入らないよ

うに必ず立入禁止エリアとして区画し、飛び石などで第三者災害などに繋がらない

よう十分注意すること。 

   （２） 作業範囲 

      立川庁舎本館西側多目的広場を作業範囲とする。車庫の裏側のスペースも対象と

する。詳細は「別紙１立川庁舎構内清掃及び公道（側道）清掃又は草刈り範囲」を参照

すること。ただし、刈払い機の講習で使用するためにあらかじめ財団が区画している場

合には、そのエリアは除外するものとする。 
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  （３） 作業日程 

      ５月から１０月までの期間の月２回、合計１２回とする。作業日と作業日の間は概ね２

週間程度はあけるものとする。作業日はあらかじめ計画書等により協議し、財団が広

場を使用する時の妨げにならない日程とする。 

（４） 廃棄物の処理 

   ① 本業務で発生した刈り終った芝の処理については、財団の指示どおりに分別し、 

構内の指定場所に運搬すること。廃棄処分を受託者が行う方が作業効率から考え 

て適当である場合には、パッカー車等で回収廃棄することも可とするが、処理方法 

については、財団とあらかじめ協議の上、おこなうこと。 

なお、廃棄物を外部処理する場合にかかる経費は受託者負担とする。 

    ② 廃棄物を外部処理した場合には、一般廃棄物受け入れ伝票の写しを提出する 

こと。 

（５）写真撮影 

    作業開始前の状況、作業中の状況、作業後の状況を撮影し、完了届とともに作業工

程写真を提出すること。 

 

５ 池の清掃 

 （１） 清掃内容 

  ① 清掃前に、池の水を出来る限り抜くこと。池の水抜きは、中庭築山頂上の循環ポン

プ吐出口に配水管を接続し、ポンプを回して、付近の側溝枡へ排水すること。 

  ② ①で排水できない分については、本館南西側の池底に水中ポンプを設置し、近く

の側溝枡へ排水すること。 

  ③ 池の底面・飾り石に付着したゴミや藻の除去及び底面の堆積泥を高圧洗浄機器

等で取り除き、発生した泥等はかき出して財団が指定する場所に処分すること。 

なお、池の側面の清掃は不要である。 

（２） 作業場所 

   本館中庭、南側池及び池をつなぐ通路の池底合計約 512 ㎡とする。詳細は別紙３

「本館池見取り図及び池底面積集計」を参照。 

（３） 作業日程 

       年１回８月とする。作業日はあらかじめ計画書等により協議し、財団業務に妨げに

ならない日程とする。 

 （４） 池の復旧 

  ① 水の補給は、本館雑用水槽の水を給水し、清掃前と同程度の水位に戻すこと。

（補給水バルブ、別紙見取り図参照） 

  ② 揚水ポンプが正常な機能（規定電流負荷）で動作することを確認すること。 

  ③ 池の循環水が中庭の吐き出し口から水が流れ出ることを確認すること。 
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 （５）写真撮影 

    作業開始前の状況、作業中の状況、作業後の状況を撮影し、完了届とともに作業工 

程写真を提出すること。 

 

 

 

 

 

                        連 絡 先 

                         〒190-0013 

                         東京都立川市富士見町三丁目８番１号 

                         公益財団法人東京都農林水産振興財団 

                                    管理課管理係 山崎 大沼 

                           ＴＥＬ042-528-0505  ＦＡＸ042-522-5397 

 


